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　国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所では、山形県庄内地方において「最上川」と「赤川」
の河川事業、国道7号、国道47号、国道112号、日本海沿岸東北自動車道（日沿道）、新庄酒田道路の
道路事業による社会基盤の整備を通じて、地域の生活とかかわり続けています。
　災害に強く、安心して快適に暮らせる地域づくりのために、地域のみなさんと一緒に事業を進めて
まいります。

○ 広域交流の促進、地域活性化を支援する高規格道路ネットワークの整備
○ 快適で円滑な交通の確保（渋滞対策・交通事故対策事業）
○ 道路の維持管理

○ 令和6年7月出水の再度災害防止に向けて（最上川下流・中流 緊急治水対策プロジェクト）
○ 住民の生命と財産を守る（最上川下流大規模災害関連事業、赤川中流部河道掘削事業他）
○ 自然との交流・賑わい・健康づくりのレクリエーション拠点（鶴岡市赤川かわまちづくり事業）
○ 河川の維持管理

（P3 ～ P6）

（P7 ～ P16）

（P17）

（P18）

○ 災害対応

○ 地域との連携（ボランティア活動、学習支援等）
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○ 地域との連携（ボランティア活動、学習支援等）

日東道

令和7年度事務所事業費

令和７年度
当初事業費
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（令和6年度補正）
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河川工作物関連応急対策事業費

総 合 水 系 環 境 整 備 事 業 費

計

改 築 関 係 事 業 費

道路環境整備事業費（交通安全事業等）

計

合　　計

12,110（95.7%）

539（4.3%）

（当初予算＋大規模災害関連事業）（当初予算＋大規模災害関連事業）
67（2.7%）

445（17.6%）

1,430（56.6%）

大規模災害
関連事業

583（23.1%）

2,525

12,649
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大規模災害関連事業

最上川下流大規模災害関連事業【落野目地区～飛鳥地区】
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大規模災害関連事業

最上川下流大規模災害関連事業【落野目地区～飛鳥地区】

住民の生命と財産を守る（最上川下流大規模災害関連事業）

●事業箇所：酒田市落野目～庄内町榎木
●事業着手：令和6年度

○河道掘削 V=100,000㎥（予定）

※令和6年度（補正）
　　大規模災害関連事業費：1,430百万円

〈R6補正（令和7年度実施）実施内容〉

○令和6年7月25日からの大雨により、計画高水位を超える出水となった
ことから、再度災害防止のために、大規模災害関連事業として河道掘削
を令和６年度～令和11年度までの6年間で実施。
○全体の河道掘削量は、約73万㎥。
○R6補正（令和7年度実施）での河道掘削土量は、約100,000㎥を予定
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Ｒ6補正河道掘削箇所
合計V＝100,000㎥

全体河道掘削土量

V=727,100㎥

令和6年7月出水の再度災害防止に向けて（最上川下流・中流 緊急治水対策プロジェクト）

○流域のあらゆる関係者が一体となった、安全で安心が確保できる流域治水を推進する

具体的な対策内容については、今後の調査・検討により変更となる場合があります。

山形県
庄内町

2.最上川の河道掘削【国交省】
←最上川

山形県
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新庄市

山形県
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2.最上川の河道掘削
 【国交省】

8.高坂ダム運用高度化の検討・導入【山形県】

3.最上川の堤防強化【国交省】

山形県
大蔵村

←最上川
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15.安全な地区への
     集団移転【戸沢村】

6.土砂浚渫【山形県】

1.新田川等の災害復旧【山形県】

7.京田川の河川整備計画策定【山形県】

11.排水機場の復旧・耐水化
    【国交省】

×

× ×

4.築堤・河道掘削【山形県】

4.築堤・河道掘削【山形県】

4.築堤・河道掘削【山形県】

4.築堤・河道掘削【山形県】

5.最上川の河道内樹木伐採【国交省】

1.最上川等の災害復旧【国交省】

※最上川下流・中流の各支川で実施

※図中の×印箇所で実施

×

×
×
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■事業期間　令和6年度～令和11年度
■事 業 費　国：約450億円程度、県：約200億円程度
　　　　　　　　※県事業費は災害復旧費等を計上
■目　　標　令和6年7月と同規模の洪水に対して堤防
　　　　　　からの越水による浸水被害を防止する。

■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
　15.安全な地区への集団移転【戸沢村】
　16.災害リスクを考慮した立地適正化計画の作成
  　　及び居住誘導【山形県、市町村】
　17.雪対策と連携した氾濫被害の軽減（高床住宅）
 【尾花沢市】

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域での対策
　18.水害リスク情報の充実と普及【国交省・山形県・市町村】
　19.住民参加型による防災訓練の実施
  【国交省・山形県・市町村】
　20.要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進【市町村】
　21.講習会等によるマイ・タイムライン普及促進
 【国交省・山形県・市町村】
　22.早期復旧・復興のための拠点づくり【大蔵村、学・民】

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
○河川区域での対策　
　 1 ～ 8は右図参照
　 9.流域内の洪水調節機能の向上に向けた可能性検討
  【国交省】
　10.砂防堰堤の整備【国交省】
　11.排水機場の復旧・耐水化【国交省】
○集水域での対策
　12.北沢地区の災害復旧【林野庁】
　13.砂防堰堤等の整備【山形県】
　14.森林整備、治山対策、水田貯留（田んぼダム）
  【林野庁・農水省・山形県・市町村】

【国】最上川44.3k付近（堤防欠損状況）

最上川

【国】最上川44.3k付近（出水の状況）
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最
上

川
【国】最上川3.0k付近（出水の状況）

酒田市街地

最上川

出羽大
橋

国道1
12号

R6 R7 R8 R9 R10 R11
1.最上川等の災害復旧【国交省】
1.新田川等の災害復旧【山形県】
2.最上川の河道掘削【国交省】
3.最上川の堤防強化【国交省】
4.築堤・河道掘削【山形県】
5.最上川の河道内樹木伐採【国交省】
6.土砂浚渫【山形県】
7.京田川の河川整備計画策定【山形県】
8.高坂ダム運用高度化の検討・導入【山形県】
9.流域内の洪水調節機能の向上に向けた可能性検討【国交省】

10.砂防堰堤の整備【国交省】
11.排水機場の復旧・耐水化【国交省】
12.北沢地区の災害復旧【林野庁】
13.砂防堰堤等の整備【山形県】
14.森林整備、治山対策、水田貯留（田んぼダム）【林野庁・山形県・市町村】
15.安全な地区への集団移転【戸沢村】
16.災害リスクを考慮した立地適正化計画作成及び居住誘導【山形県・市町村】
17.雪対策と連携した氾濫被害の軽減(高床住宅)【尾花沢市】
18.水害リスク情報の充実と普及【国交省・山形県・市町村】
19.住民参加型による防災訓練の実施【国交省・山形県・市町村】
20.要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進【市町村】
21.講習会等によるマイ・タイム・ライン普及促進【国交省・山形県・市町村】
22.早期復旧・復興のための拠点づくり【大蔵村、学・民】

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

被害対象を減少させる
ための対策

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

〈 凡例 〉

　　　　河道掘削

　　　　堤防強化

　　　　堤防等被災箇所×
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鮭
川
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最
上
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国
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泉田川

真室川

←京田川

○最上川及び支川鮭川では、令和6年7月25日からの大雨により、約60kmにわたって計画高水位を超過し、堤防越水
などにより甚大な被害が発生したことを踏まえ、国、県、沿川市町村等が連携し、河川整備及び災害復旧等を集中的に
実施するとともに、あらゆる関係者が連携した流域治水を推進し、令和6年7月と同規模の洪水に対して、堤防から
の越水による浸水被害を防止します。
○気候変動による更なる降雨量の増大に対応するため、河川整備計画の見直しを図ります。
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※令和7年度 赤川総合水系環境整備事業費：67百万円

○親水護岸　（下流域エリアにて実施予定）
○管理用通路（上流域エリアにて実施予定）

〈令和７年度実施内容〉

【下流域エリア】

●事業箇所：山形県酒田市黒森～鶴岡市文下
●事業着手：平成11年度

○河道掘削 V=5,000㎥（予定）

※令和7年度
　　赤川河川改修事業費：445百万円

〈令和７年度実施内容〉

管理用通路

【上流域エリア】
櫛引総合運動公園櫛引総合運動公園

馬渡床止工馬渡床止工

赤
川
↓

赤
川
↓

赤川市民ゴルフ場赤川市民ゴルフ場

鶴
岡
市

鶴
岡
市

住民の生命と財産を守る（赤川中流部河道掘削事業他）
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※令和7年度 赤川総合水系環境整備事業費：67百万円
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○管理用通路（上流域エリアにて実施予定）

〈令和７年度実施内容〉

【下流域エリア】

●事業箇所：山形県酒田市黒森～鶴岡市文下
●事業着手：平成11年度

○河道掘削 V=5,000㎥（予定）

※令和7年度
　　赤川河川改修事業費：445百万円

〈令和７年度実施内容〉

管理用通路

【上流域エリア】
櫛引総合運動公園櫛引総合運動公園

馬渡床止工馬渡床止工

赤
川
↓

赤
川
↓
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鶴
岡
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鶴
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住民の生命と財産を守る（赤川中流部河道掘削事業他）
　最上川さみだれ大堰は完成後、約30
年経過しようとしており、老朽化してき
ているゲートのゴム袋体の更新及び、
土木施設の修繕をするものです。 ※令和7年度 最上川下流河川工作物関連

応急対策事業費：583百万円

〈令和７年度実施内容〉
○３号ゲートのゴム袋体更新
○２号ゲートのゴム袋体製作
○２号ゲート土木施設修繕

3号ゲート 2号ゲート

・ゴム袋体更新 ・ゴム袋体製作
・土木施設修繕
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・（遊佐鳥海 IC ～（仮）吹浦 IC）
  （2.3km）令和 8 年度開通目標

◎広域交流の促進、地域活性化を支援する高規格道路ネットワークの整備

○渋滞対策
○交通事故対策事業　「事故ゼロプラン」の対策

7 道路事業



・（遊佐鳥海 IC ～（仮）吹浦 IC）
  （2.3km）令和 8 年度開通目標

◎広域交流の促進、地域活性化を支援する高規格道路ネットワークの整備

○渋滞対策
○交通事故対策事業　「事故ゼロプラン」の対策

広域交流の促進、地域活性化を支援する高規格道路ネットワークの整備

○支障移転補償

※令和７年度事業費：7,820百万円

〈令和７年度実施内容〉

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：4,050百万円

L=1242m（施工中） L=401m（未着手） L=682m（未着手） L=473m（施工完了）
R7.3.6 貫通

L=1058m（施工完了）
R2.11.2 貫通

L=120m（下部工完了） L=34.5m（未着手） L=21m（未着手） L=23m（下部工完了）

遊佐象潟道路 Ｌ＝１７．９ｋｍ

 
  

(起)

 
  

(終)

出典：地理院地図に道路情報等を追記して記載

(仮)小砂川ＩＣ～象潟ＩＣ
Ｌ＝７．３ｋｍ

令和８年度開通予定
令和７年度開通予定 

山形県 秋田県
遊佐町

至 酒田市

にかほ市

至 秋田市

象潟駅

JR羽越本線

遊佐鳥海ＩＣ (仮)吹浦ＩＣ
(仮)女鹿ＩＣ

象潟ＩＣ

(仮)吹浦高架橋

女鹿駅

三﨑公園

Ｎ

凡 例

対 象 区 間
開通済区間

(仮)小砂川ＩＣ

(県)菅里直世野沢線

Ｌ＝２．３ｋｍ
遊佐鳥海ＩＣ～(仮)吹浦ＩＣ
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〈令和７年度実施内容〉
○道路・構造物設計　○用地調査
○用地補償　　　　　○改良工事

国道47号の急カーブ、路面凍結状況
出典：国土地理院地図に道路情報等を追記して記載

戸沢立川道路 延長 L=5.8km
とざわ    たちかわ 

きよかわ

（仮）清川IC

 

 

山形県

 

(
)

   
   

    

(
)

とざわむら

戸 沢 村 しょうないまち

庄 内 町

※令和７年度事業費：240百万円
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〈令和７年度実施内容〉
○道路・構造物設計　○用地調査
○用地補償　　　　　○改良工事

国道47号の急カーブ、路面凍結状況
出典：国土地理院地図に道路情報等を追記して記載

戸沢立川道路 延長 L=5.8km
とざわ    たちかわ 

きよかわ

（仮）清川IC

 

 

山形県

 

(
)

   
   

    

(
)

とざわむら

戸 沢 村 しょうないまち

庄 内 町

※令和７年度事業費：240百万円

6

6

6 【Xで月山道路等の交通状況を動画で4箇所/時間配信】

▲対策前（令和4年11月撮影） ▲対策後（令和5年7月撮影）

国道7号酒田市京田地区 事故対策事業

10道路事業



7

⑦ 道の駅「あつみ」
（鶴岡市）

※令和７年度事業費：30百万円

〈令和７年度実施内容〉

用地補償、改良工事

用地補償、改良工事、
公共補償

❼❼
調査設計、改良工事

調査設計、改良工事

11 道路事業



7

⑦ 道の駅「あつみ」
（鶴岡市）

※令和７年度事業費：30百万円

〈令和７年度実施内容〉

用地補償、改良工事

用地補償、改良工事、
公共補償

❼❼
調査設計、改良工事

調査設計、改良工事

遊佐町藤崎茂り松

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：40百万円

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：

12道路事業



白木地区交差点改良

○調査設計、改良工事
〈令和７年度実施内容〉

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：359百万円

※令和７年度事業費：90百万円

13 道路事業



白木地区交差点改良

○調査設計、改良工事
〈令和７年度実施内容〉

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：359百万円

※令和７年度事業費：90百万円

〈令和７年度実施内容〉

※令和７年度事業費：120百万円

○用地補償　○改良工事

【移転先】
国道7号

（遊佐鳥海 IC付近）

※令和７年度事業費：150百万円

【国道7号】道の駅「あつみ」（移転）

○当該箇所は地域資源、地域の魅力を有する温海地域で鶴岡市において、新たな道の駅を移転整備し、
　地域拠点として位置づけられている。

鶴岡市鼠ヶ関

〈令和７年度実施内容〉
○用地補償　○改良工事
○公共補償

令和７年度

国道7号
【現位置】

国道7号
【移転先】

鼠ヶ関IC（仮称）付近

約3.5km

遊佐鳥海ＩＣ～(仮)吹浦ＩＣ
Ｌ＝２.３ｋｍ
令和８年度開通予定

遊佐鳥海ＩＣ～県境 Ｌ＝８.０ｋｍ

遊佐象潟道路 Ｌ＝１７．９ｋｍ

  

(起)

県境～象潟ＩＣ
Ｌ＝９.９ｋｍ

 

(仮)
小砂川ＩＣ～
象潟ＩＣ
Ｌ＝７.３ｋｍ
令和７年度
開通予定

14道路事業



15 道路事業



庄内道の駅連携協議会発足

庄内道の駅連携協議会の取り組み

16道路事業



最上川下流流域で、全ての水位観測所で既往最高水位を超える観測史上第1位の水位を記録
◎令和6年7月25日から前線の影響により線状降水帯が発生し、秋田県と山形県を中心に記録的な大雨となり、
庄内地方に降雨が集中し、累加雨量は4つの雨量観測所で観測史上第1位を記録し、坂本雨量観測所で
394mm、白糸の滝雨量観測所で333mm、酒田雨量観測所で332mm、海ヶ沢雨量観測所で360mmを記録
しました。
◎気象庁は、大雨特別警報を2回（酒田市）、記録的短時間大
雨情報を2回（酒田市南部付近、酒田市北部・遊佐町付近）
発表しました。
◎酒田河川国道事務所では、水防警報や洪水予警報を発令す
るとともに、鶴岡市・酒田市・三川町・庄内町・遊佐町の
首長と計22回に及ぶホットラインを実施し、地域住民の
防災行動を支援し、被害の軽減に努めました。

最上川下流右岸 3.0k 付近

酒田市街地

撮影：令和6年7月26日（木）７時頃

下瀬水位観測所
生起日 ピーク水位（m）

令和 6年7月26日
昭和44年8月 8日
平成30年8月 6日
平成16年7月17日
平成30年8月31日

4.03
3.67
3.45
3.15
3.13

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位

最上川

国道112号

赤川河道掘削及び月山ダムによる水位低減効果（令和６年７月）

　赤川流域の横山地点では、河道掘削により約 0.9m、月山ダムの洪水調節により約 1.1m、合わせて約 2m
の水位低減効果があったと推測されます。

出水時の状況 水位低減効果

※本資料の数値は速報値のため、今後の精査等により変更となる場合があります。

横山地点における水位低減効果

7月25日20：00

：河道掘削

鶴 岡 市

三 川 町

み かわ

つる おか

赤川

内川

河道掘削なし・月山ダムなし：11.91m
計画高水位：11.259m

実績水位（横山観測所）：9.88m

水位を約 2.0m 低減（うち河道掘削 0.9m 月山ダム 1.1m）

河道掘削

よ こ や ま

〇横山水位観測所
 （赤川12.0k）

赤川管内図

河道掘削範囲
（掘削量約63万㎥）

河川整備実施箇所位置図

実績水位（横山観測所)
計画高水位
河道掘削なし・月山ダムなし

横山水位観測所
よこ や ま

17 危機管理



最上川下流流域で、全ての水位観測所で既往最高水位を超える観測史上第1位の水位を記録
◎令和6年7月25日から前線の影響により線状降水帯が発生し、秋田県と山形県を中心に記録的な大雨となり、
庄内地方に降雨が集中し、累加雨量は4つの雨量観測所で観測史上第1位を記録し、坂本雨量観測所で
394mm、白糸の滝雨量観測所で333mm、酒田雨量観測所で332mm、海ヶ沢雨量観測所で360mmを記録
しました。

◎気象庁は、大雨特別警報を2回（酒田市）、記録的短時間大
雨情報を2回（酒田市南部付近、酒田市北部・遊佐町付近）
発表しました。

◎酒田河川国道事務所では、水防警報や洪水予警報を発令す
るとともに、鶴岡市・酒田市・三川町・庄内町・遊佐町の
首長と計22回に及ぶホットラインを実施し、地域住民の
防災行動を支援し、被害の軽減に努めました。

最上川下流右岸 3.0k 付近

酒田市街地

撮影：令和6年7月26日（木）７時頃

下瀬水位観測所
生起日 ピーク水位（m）

令和 6年7月26日
昭和44年8月 8日
平成30年8月 6日
平成16年7月17日
平成30年8月31日

4.03
3.67
3.45
3.15
3.13

第１位
第２位
第３位
第４位
第５位

最上川

国道112号

赤川河道掘削及び月山ダムによる水位低減効果（令和６年７月）

　赤川流域の横山地点では、河道掘削により約 0.9m、月山ダムの洪水調節により約 1.1m、合わせて約 2m
の水位低減効果があったと推測されます。

出水時の状況 水位低減効果

※本資料の数値は速報値のため、今後の精査等により変更となる場合があります。

横山地点における水位低減効果

7月25日20：00

：河道掘削

鶴 岡 市

三 川 町

み かわ

つる おか

赤川

内川

河道掘削なし・月山ダムなし：11.91m
計画高水位：11.259m

実績水位（横山観測所）：9.88m

水位を約 2.0m 低減（うち河道掘削 0.9m 月山ダム 1.1m）

河道掘削

よ こ や ま

〇横山水位観測所
 （赤川12.0k）

赤川管内図

河道掘削範囲
（掘削量約63万㎥）

河川整備実施箇所位置図

実績水位（横山観測所)
計画高水位
河道掘削なし・月山ダムなし

横山水位観測所
よこ や ま

地上からの調査状況地上からの調査状況

R6.1能登半島地震（石川県珠洲市）
TEC-FORCE 活動状況（技術的アドバイス）

R6.1能登半島地震（石川県鳳珠郡穴水町）
TEC-FORCE 活動状況（被災状況調査）

18地域づくり



令和7年3月作成


